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道　標

ば
れ
て
い
ま
す
︱
」
に
決
め
、

司
祭
、
修
道
者
の
召
命
に
つ
い

て
祈
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
信

徒
と
し
て
生
き
る
召
命
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
た
。

午
後
１
時
30
分
に
始
め
ら
れ

た
講
演
の
中
で
郡
山
司
教
は
、

自
ら
の
司
祭
召
命
に
つ
い
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
神
学
科
時
代
に
あ
っ
た

司
祭
候
補
者
認
定
式
で
の
呼
び

出
し
に
「
ア
ド
ゥ
ス
ム
（
私
は

こ
こ
に
お
り
ま

す
）
」
と
答
え
、

一
歩
踏
み
出
し
た

時
の
心
情
を
「
神

か
ら
の
呼
び
か
け

に
対
す
る
返
答
だ

っ
た
。
感
動
的
だ

っ
た
」
と
述
べ
、

信
者
た
ち
に
も
勇

気
を
持
っ
て
神
の

呼
び
か
け
に
こ
た

え
て
行
動
す
る
生

活
を
送
っ
て
欲
し

い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。

講
演
の
後
は
、

休
憩
を
挟
ん
で
司

教
と
５
人
の
司
祭

に
よ
る
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
。
ミ

サ
で
の
説
教
で
郡

山
司
教
は
、
受
堅
者
た
ち
に

「
聖
霊
降
臨
と
は
何
で
す

か
？
」
と
問
い
、
教
会
の
誕
生

と
言
わ
れ
る
聖
霊
降
臨
を
次
の

よ
う
に
解
説
し
、
信
者
の
生
き

方
を
示
し
た
。

「
聖
霊
を
受
け
た
弟
子
た
ち

は
霊
が
語
ら
せ
る
ま
ま
に
話
し

出
し
た
が
、
そ
こ
に
は
秩
序
が

生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
で
お
仕
事
に
励
む

幼
稚
園
児
の
姿
と
重
な
っ
て
仕

方
が
な
い
。
子
供
達
は
お
仕
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
自

分
を
磨
き
、
や
り
遂
げ
た
達
成

感
か
ら
無
意
識
の
う
ち
に
自
分

を
良
い
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

そ
し
て
子
供
の
中
に
生
ま
れ
た

満
足
感
は
、
他
の
子
供
に
伝
播

し
て
教
室
全
体
に
落
ち
着
き
が

広
が
っ
て
い
く
。
教
会
の
姿
も

こ
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
思

う
。
聖
霊
を
受
け
た
弟
子
た
ち

永
年
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会

が
主
に
担
当
し
て
い
る
北
薩
地

区
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
地

区
の
信
者
が
一
堂
に
会
し
親
睦

を
深
め
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩

大
会
」
を
開
い
て
い
る
。
出
水

教
会
で
開
か
れ
た
２
０
１
８
年

の
大
会
で
は
、
今
年
が
召
命
に

つ
い
て
全
世
界
で
考
え
る
よ
う

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
大
会
実
行
委
員
会
で
は

大
会
の
テ
ー
マ
を
「
召
命
︱
呼

は
、
自
分
の
言
葉
で
信
仰
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
怖
れ
か

ら
人
前
に
出
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
た
が
、
出
て
、
自
ら
の
思

い
を
言
葉
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
聖
霊
の
力
。
私
た

ち
も
ア
ー
メ
ン
と
口
に
す
る
た

び
に
、
私
も
あ
な
た
の
よ
う
に

生
き
て
い
き
ま
す
と
い
う
思
い

を
新
た
し
て
い
こ
う
」

ミ
サ
後
に
は
閉
会
式
が
あ

り
、
堅
信
の
恵
み
を
受
け
た
一

人
ひ
と
り
が
こ
れ
か
ら
の
抱
負

を
述
べ
た
。
そ
の
後
は
記
念
撮

影
が
あ
っ
た
後
、
受
堅
者
と
代

父
母
に
郡
山
司
教
か
ら
ロ
ザ
リ

オ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
閉
会
と

な
っ
た
。
こ
の
日
の
大
会
に
は

北
薩
地
区
に
あ
る
五
つ
の
教
会

と
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
鹿
児
島

修
道
院
の
あ
る
谷
山
教
会
か
ら

１
５
０
人
ほ
ど
の
信
者
が
参
加

し
た
。

聖
霊
降
臨
の
主
日
の
５
月
20
日
（
日
）
、
出
水
教
会
で

「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
」
が
あ
っ
た
。
今
年
の
大
会
で
は

郡
山
健
次
郎
司
教
の
講
話
と
ミ
サ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
10
人

が
堅
信
の
恵
み
を
受
け
た
。

司
教
講
話
で
召
命
に
つ
い
て
学
習

出
水
教
会
で
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会

れ
た
ほ
か
、
事
業
報
告
と
し
て

純
心
聖
母
会
出
水
修
道
院
が
閉

鎖
と
な
っ
た
こ
と
、
ポ
ル
テ
ィ

ユ
の
御
摂
理
修
道
女
会
阿
久
根

修
道
院
が
正
式
に
教
区
修
道
女

連
盟
に
加
入
し
、
同
修
道
院

ヴ
・
テ
ィ
・
リ
エ
ン
院
長
を
理

事
に
加
え
る
こ
と
を
発
表
し

た
。総

会
後
の
研
修
で
は
、
講
師

に
那
覇
教
区
か
ら
押
川
壽
夫
名

誉
司
教
を
招
き
テ
ー
マ
「
レ
キ

オ
ス
・
う
る
ま
の
島
か
ら
発
進

す
る
い
つ
く
し
み
・
平
和
」
に

つ
い
て
学
習
し
た
。

講
演
会
後
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会

主
聖
堂
で
郡
山
司
教
と
押
川
名

誉
司
教
の
共
同
司
式
ミ
サ
に
あ

ず
か
り
、
散
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の

使
徒
職
の
場
に
帰
っ
て
行
っ

た
。
【
２
面
に
押
川
名
誉
司
教

講
話
の
感
想
掲
載
】

２
０
１
７
年
の
教
区
統
計
が

ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

教
区
の
信
徒
総
数
は
女
性
５
４

８
３
人
、
男
性
３
３
３
０
人
の

合
計
８
８
１
３
人
だ
っ
た
。
こ

の
中
か
ら
主
任
司
祭
が
所
在
を

き
ち
ん
と
把
握
で
き
な
い
で
い

る
「
居
所
不
明
者
数
」
（
５
８

５
人
）
を
除
い
た
８
２
２
８
人

が
信
徒
実
数
と
な
る
。

昨
年
、
天
に
召
さ
れ
た
人
は

１
２
２
人
。
ま
た
新
し
く
洗
礼

を
受
け
た
人
は
幼
児
23
人
、
成

人
58
人
の
合
計
81
人
だ
っ
た
。

受
洗
者
数
、
死
亡
者
数
の
数
が

２
０
１
６
年
と
ほ
ぼ
一
緒
で
あ

る
の
に
、
２
０
１
６
年
に
８
９

２
７
だ
っ
た
信
徒
総
数
が
１
１

４
減
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１

７
年
に
は
転
入
者
が
少
な
い
一

方
、
転
出
者
が
大
き
く
そ
れ
を

上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。
転
出

者
の
内
訳
と
し
て
は
、
教
区
内

で
の
移
動
が
43
、
教
区
外
へ
の

移
動
が
22
、
そ
の
他
の
理
由
が

68
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

理
由
で
多
い
の
が
、
小
教
区
に

お
い
て
主
任
司
祭
及
び
統
計
担

当
者
が
信
徒
名
簿
等
で
信
徒
数

を
確
認
し
た
際
に
、
実
際
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
信
者
を
本

来
あ
る
べ
き
数
に
合
わ
せ
る
た

め
に
「
そ
の
他
の
理
由
」
で
の

移
動
に
含
め
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

信
徒
実
数
か
ら
主
日
の
ミ
サ

の
参
加
率
を
算
出
し
て
み
る
と

24
・
３
％
、
昨
年
の
23
・
26
％

よ
り
若
干
増
え
て
は
い
る
も
の

の
、
主
日
の
ミ
サ
の
参
列
者
が

４
人
に
１
人
に
満
た
な
い
と
い

う
現
状
に
さ
ほ
ど
変
化
は
な

い
。
「
主
日
の
ミ
サ
離
れ
」
と

い
う
世
界
的
な
大
き
な
波
に
し

っ
か
り
と
飲
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
否
め
な
い
。

ミ
サ
を
大
切
に
す
る
と
い
う

信
仰
の
基
礎
作
り
に
欠
か
せ
な

い
教
会
学
校
を
開
い
て
い
る
教

会
は
29
あ
る
小
教
区
の
う
ち
13

小
教
区
。
こ
れ
は
幼
稚
園
生
・

小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
会
学

校
の
数
字
で
、
こ
こ
に
通
っ
て

い
る
幼
稚
園
生
・
小
学
生
は
１

４
６
人
。
こ
れ
が
中
学
生
、
高

校
生
と
な
る
と
そ
れ
ら
を
対
象

と
し
た
教
会
学
校
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
中
学
生
対
象
の
も
の

が
29
小
教
区
中
８
、
高
校
生
で

７
小
教
区
。
そ
れ
ぞ
れ
29
人
、

67
人
。
思
い
の
外
、
高
校
生
の

教
会
学
校
は
充
実
し
て
い
る
よ

う
。
ま
た
求
道
者
は
教
区
全
体

で
46
人
。
２
０
１
８
年
の
統
計

で
も
成
人
の
受
洗
者
数
の
増
加

は
あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
に
な

い
現
状
と
言
え
る
。

【
２
面
に
統
計
資
料
】

種
子
島
教
会
主
任
司
祭
・
栃

尾
泰
英
神
父
（
高
松
教
区
所

属
）
が
７
月
４
日
（
水
）
、
司

祭
叙
階
25
周
年
（
銀
祝
）
を
迎

え
る
。

栃
尾
神
父
は
１
９
５
３
年
10

月
15
日
に
三
重
県
熊
野
市
に
生

ま
れ
た
。
１
９
７
７
年
に
豊
島

教
会
（
東
京
）
で
受
洗
し
１
９

８
７
年
に
ロ
ー
マ
・
グ
レ
ゴ
リ

ア
ン
大
学
に
入
学
し
た
。
助
祭

に
叙
階
さ
れ
た
の
は
１
９
９
２

年
10
月
、
場
所
は
ラ
テ
ラ
ノ
大

聖
堂
だ
っ
た
。
高
松
教
区
司
祭

と
し
て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
の

は
１
９
９
３
年
７
月
４
日
。
そ

の
後
司
教
館
付
き
、
江
ノ
口
教

会
、
桜
町
教
会
、
新
居
浜
教
会

で
司
牧
し
、
２
０
０
９
年
か
ら

鹿
児
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

栃
尾
泰
英
神
父
銀
祝

献
堂
式
の
お
知
ら
せカ

ト
リ
ッ
ク
加
世
田
教
会

７
月
22
日
（
日
）

13
：
30
受
付
開
始

14
：
00
献
堂
記
念
ミ
サ

15
：
30
記
念
式
典

16
：
00
祝
賀
会

南
さ
つ
ま
市
加
世
田
本
町
32
︱
５

☎
０
９
９
３
（
52
）
２
３
０
３

受堅者の額に油を塗る郡山司教

２
０
１
７
年
の
統
計
ま
と
ま
る

信
徒
総
数
は
８
８
１
３
人

鹿
児
島
教
区
修
道
女
連
盟

（
エ
ル
ハ
ル
ド
・
ワ
ル
ト
ラ
ウ

ド
会
長
）
で
は
、
６
月
３
日

（
日
）
教
区
本
部
で
総
会
と
研

修
会
を
開
い
た
。
参
加
し
た
の

は
種
子
島
含
む
本
土
地
区
か
ら

の
55
人
。

午
前
10
時
か
ら
始
め
ら
れ
た

総
会
で
は
、
会
計
報
告
が
な
さ

総
会
と
研
修
会
開
催

教
区
修
道
女
連
盟
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沖
縄
の
問

題
に
つ
い
て

は
、
意
識
は

し
て
い
て
も

客
観
視
し
て

い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
司

教
様
か
ら
現

地
の
生
情
報

を
も
ら
う
こ

と
で
理
解
を

深
め
る
と
と

も
に
身
近
な

問
題
と
し
て

共
有
し
、

日
々
の
奉
献

生
活
、
使
徒

職
の
場
で
生
か
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
た
。

第
一
部
で
押
川
司
教
様
は

「
い
つ
く
し
み
」
に
つ
い
て
、

創
世
記
か
ら
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
ま
で
を
た
ど
り
説
明
さ
れ

た
。
現
教
皇
は
、
そ
の
著
書
で

も
「
神
の
名
、
そ
れ
は
い
つ
く

し
み
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は

御
父
の
い
つ
く
し
み
の
御
顔
」

と
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
神
の

み
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
旧
約
聖
書
は
「
い
つ
く

し
み
」
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
お

り
、
詩
篇
１
１
８
が
そ
の
代

表
。
神
の
憐
れ
み
、
い
つ
く
し

み
へ
の
賛
美
の
定
型
句
、
神
の

救
い
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
遺
産
と
し
て
持

つ
教
会
に
は
「
神
の
い
つ
く
し

み
を
告
げ
知
ら
せ
る
使
命
が
あ

る
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

※
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
憐
れ

み
・
い
つ
く
し
み
＝
は
ら
わ
た

が
う
ち
震
え
る
」
は
、
日
本
語

に
は
適
し
た
言
葉
が
な
く
、
沖

縄
・
奄
美
大
島
の
「
チ
ム
グ
ク

ル
・
チ
ム
ナ
ガ
サ
・
チ
ム
グ
ル

サ
」
が
最
も
的
確
に
そ
れ
を
表

現
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
後
は
、
「
レ
キ
オ
ス
・

う
る
ま
の
島
か
ら
発
進
す
る
い

つ
く
し
み
・
平
和
」
の
テ
ー
マ

で
沖
縄
の
平
和
と
福
音
宣
教
の

歴
史
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
レ
キ
オ
ス
と
は
琉
球
の

こ
と
で
、
４
０
０
年
ほ
ど
前
の

大
貿
易
時
代
の
言
葉
。
う
る
ま

の
島
と
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
島
の

意
味
。

押
川
司
教
様
は
、
琉
球
は
戦

争
と
は
縁
の
な
い
平
和
な
国

で
、
南
海
の
立
地
条
件
を
生
か

し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
で

発
展
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
１

６
０
９
年
の
薩
摩
侵
攻
に
よ
っ

て
そ
の
平
和
が
乱
さ
れ
、
独
立

し
た
国
か
ら
「
日
本
の
沖
縄
」

と
な
り
悲
し
み
の
歴
史
が
始
ま

っ
た
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
を

経
て
現
在
の
米
軍
基
地
問
題
に

至
る
差
別
と
負
担
に
翻
弄
さ
れ

る
沖
縄
の
現
状
を
話
さ
れ
た
。

ま
た
沖
縄
が
日
本
の
教
会
の

歴
史
の
中
で
、
明
治
の
再
宣
教
の

始
ま
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
、
パ
リ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
の
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
神
父
（
後
に
日
本
・
台

湾
の
司
教
）
の
活
動
、
苦
労
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
は
１
８

４
４
年
に
沖
縄
に
上
陸
し
た
。

こ
れ
は
日
本
が
鎖
国
・
禁
教
令

下
の
時
代
に
あ
っ
た
た
め
、
沖

縄
で
の
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
か
ら
と
の
こ
と
。
待
機
の

間
、
神
父
は
８
０
０
０
語
に
上

る
日
仏
辞
書
を
作
り
、
こ
れ
が

プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
な
ど
後
輩
宣

教
師
の
た
め
に
役
立
っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
も
日
本
上
陸
を
試

み
た
も
の
の
長
崎
で
も
入
国
は

認
め
ら
れ
ず
、
船
上
で
の
ミ
サ

で
日
本
と
台
湾
を
「
無
原
罪
の

聖
母
」
に
さ
さ
げ
て
沖
縄
に
帰

っ
た
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
に
帰

国
し
た
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父

は
、
私
た
ち
の
修
道
会
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
へ
の
修
道
女
会

派
遣
に
も
尽
力
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

講
話
の
最
後
に
押
川
司
教

は
、
鹿
児
島
で
の
司
牧
体
験
と

し
て
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の
宣

教
師
と
の
か
か
わ
り
か
ら
楽
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
結
び

と
さ
れ
た
。

聖
職
者
の
数

司
教
                         １

教
区
司
祭
                   28

日
本
人
                   19

外
国
人
                   ９

修
道
会
司
祭
                13

日
本
人
                   ７

外
国
人
                   ６

教
区
助
祭
                   ６

修
道
士
                      ６

日
本
人
                   １

外
国
人
                   ５

修
道
女
                １
１
７

日
本
人
             １
０
４

外
国
人
                   13

修
練
・
志
願
者
             ４

日
本
人
                   ０

外
国
人
                   ４

教
区
大
神
学
生
             ３

教
会
・
修
道
会

小
教
区
                      29

巡
回
教
会
                   40

男
子
修
道
会
                １

男
子
宣
教
会
                ２

女
子
修
道
会
                ９

修
道
院
                      21

男
子
修
道
院
             ４

女
子
修
道
院
             17

幼
稚
園
・
学
校

幼
稚
園
                      21

男
児
             １
２
２
６

女
児
             １
２
５
１

合
計
             ２
４
７
７

中
学
校
                      ３

男
子
                ５
０
０

女
子
                ２
０
１

合
計
                ７
０
１

高
校
                         ３

男
子
                ６
７
４

女
子
                ４
１
０

合
計
             １
０
８
４

短
期
大
学
                   １

女
子
                ５
２
２

大
学
                         １

男
子
                      ２

女
子
                ６
１
６

合
計
                ６
１
８

そ
の
他

保
育
所
                      ２

児
童
養
護
施
設
             ４

老
人
ホ
ー
ム
                ３

そ
の
他
の
老
人
福
祉
事
業
 ８

そ
の
他
の
福
祉
事
業
       10

セ
ン
タ
ー
                   １

研
修
・
黙
想
の
家
          ２

そ
の
他
の
事
業
             ３

沖縄の歴史と現状を学ぶ
ショファイユの幼きイエズス会

入来修道院 Sr.竹口るみ子
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「
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
を
考

え
る
」
と
い
う
演
題
で
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

神
父
様
の
お
話
を
お
聞
き
し

て
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
事

と
し
て
何
も
考
え
ず
聞
き
流
し

て
い
た
イ
エ
ス
様
の
み
こ
と

ば
、
聖
書
の
読
み
込
み
方
を
反

省
す
る
こ
と
で
し
た
。
神
父
様

は
「
聖
書
を
字
ず
ら
だ
け
で
読

む
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
聖
書

が
書
か
れ
て
い
る
原
語
、
時
代

背
景
、
文
化
、
場
所
、
そ
れ
ら

を
理
解
し
て
初
め
て
神
様
の
愛

を
深
く
理
解
で
き
る
」
と
詳
し

く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
員
た
ち
も
「
目
か
ら
鱗
と
は

こ
の
こ
と
だ
」
と
、
お
話
を
聞

い
て
イ
エ
ス
様
に
一
歩
近
づ
け

た
よ
う
に
感
じ
、
安
心
し
て
神

６
月
10
日
（
日
）
奄
美
カ
ト

リ
ッ
ク
女
性
連
盟
の
第
40
回
総

会
が
古
田
町
マ
リ
ア
教
会
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
七
つ

の
小
教
区
か
ら
集
ま
っ
て
来
て

く
れ
た
会
員
は
１
６
０
人
、
遠

く
は
笠
利
小
教
区
の
80
歳
代
の

会
員
は
「
み
ん
な
に
会
え
る
の

が
楽
し
み
」
と
朝
早
く
か
ら
来

場
し
て
く
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
総
会
で
は
２
０
１

７
年
度
の
活
動
報
告
及
び
決
算

報
告
、
２
０
１
８
年
度
の
活
動

計
画
案
及
び
予
算
案
な
ど
の
決

議
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら

は
、
こ
の
４
月
か
ら
小
宿
小
教

区
に
主
任
司
祭
と
し
て
赴
任
さ

れ
た
鈴
木
康
由
神
父
様
か
ら

様
の
前
に
立
て
る
よ
う
に
思
え

て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

同
連
盟
顧
問
司
祭
の
松
永
正

男
神
父
様
が
教
区
の
経
済
問
題

評
議
会
に
出
席
さ
れ
不
在
だ
っ

た
た
め
、
派
遣
の
ミ
サ
も
鈴
木

神
父
様
が
司
式
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
何
か
聖
霊
に
満
た
さ

れ
た
素
晴
ら
し
い
時
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
よ
う
な
満
ち
足
り

た
一
日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
40
回
総
会
で
し
た
。

（
事
務
局
・
久
保
正
子
）

１
日
（
日
）
年
間
第
13
主
日

３
日
（
火
）
聖
ト
マ
使
徒

▼
頭
島
光
神
父
霊
名

４
日
（
水
）
栃
尾
泰
英
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
３
年
）

５
日
（
木
）
聖
体
礼
拝

７
日
（
土
）
読
書
会
・
教
区
本
部
・
16
時

８
日
（
日
）
年
間
第
14
主
日

▼
ブ
イ
ジ
ュ
祭

９
日
（
月
）
竹
山
昭
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
６
７
年
）

11
日
（
水
）
坂
谷
豊
光
神
父
命
日
（
２
０
０
６
年
）

▼
朴
鎭
亮
神
父
霊
名
（
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
）

12
日
（
木
）
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
実
行
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

14
日
（
土
）
村
田
源
次
神
父
命
日
（
２
０
０
７
年
）

15
日
（
日
）
年
間
第
15
主
日

16
日
（
月
）
永
山
幸
弘
神
父
、
ア
ッ
シ
ャ
ー
神
父
金
祝
、
栃
尾
泰
英

神
父
、
泉
浩
二
神
父
銀
祝
ミ
サ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
14
時

17
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

21
日
（
土
）
ユ
ゼ
ビ
ウ
ス
神
父
命
日
（
１
９
７
９
年
）

▼
正
義
と
平
和
協
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

22
日
（
日
）
年
間
第
16
主
日

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
木
村
敏
彦
神
父
命
日
（
２
０
０
８
年
）

25
日
（
水
）
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
福
崎
英
雄
神
父
霊
名

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
研
修
会
・
霧
島
国
際
ホ
テ
ル
・
〜
26
日

26
日
（
木
）
浜
田
盛
茂
神
父
命
日
（
２
０
１
３
年
）

29
日
（
日
）
年
間
第
17
主
日

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

教
会
で
奉
仕
す
る
司
祭

日
本
の
教
会

難
民
・
外
国
人
労
働
者

か
つ
て
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
助
任
司
祭
か
ら
吉
野

教
会
の
主
任
司
祭
へ
の
転
勤
の
際
、
前
任
の
七
田
神

父
様
が
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
司
祭
の
家
が
未
完

成
の
た
め
、
引
っ
越
し
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
し
ば
ら
く
通
勤
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
40
代

の
半
ば
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
ま
れ
て
初

め
て
経
験
す
る
「
通
勤
」
が
い
か
に
疲
れ
る
も
の
で

あ
る
か
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
、
そ
の
吉
野
教
会
に
隣
接
す
る
吉

野
幼
稚
園
の
園
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
任

司
祭
で
は
な
い
の
で
、
当
然
、
通
勤
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
７
時
半
に
出
勤
す
る
毎
日
が
戻
っ
た
。
理
事

長
、
司
教
、
園
長
の
三
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
こ
と
に

な
っ
た
の
を
一
番
理
解
し
て
く
れ
た
の
が
幼
稚
園
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
お
蔭
で
今
の
と
こ
ろ
、
午
前
保
育

な
ら
ぬ
午
前
勤
務
と
い
う
特
別
待
遇
を
享
受
し
て
い

る
。
そ
ん
な
手
抜
き
園
長
を
続
け
な
が
ら
、
子
供
た

ち
の
天
真
爛
漫
な
姿
や
、
大
人
の
片
鱗
を
う
か
が
わ

せ
る
よ
う
な
言
動
に
思
わ
ず
声
を
上
げ
た
り
と
、
80

余
人
の
子
供
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
さ
す
が
に
二
カ
月
に
も
な
る
と
、
「
お
じ
さ

ん
何
し
て
い
る
の
」
と
言
う
子
は
い

な
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
子
供
の
園
で
の
初
日
、
一

番
感
動
し
た
の
は
子
供
た
ち
で
は
な

く
、
８
時
の
朝
礼
で
の
祈
り
だ
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
挨
拶
の
あ
と
で
、
当
番
の
先
生
が
「
皆

さ
ん
で
、
朝
の
お
祈
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か

け
る
と
、
一
斉
に
両
手
を
胸
の
前
に
合
わ
せ
る
。
一

呼
吸
お
い
て
、
「
朝
の
祈
り
。
神
さ
ま
今
日
も
新
し

い
朝
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
…
」
お
そ
ら
く
仏
教
徒
の
二
人
の
運
転
手
さ
ん

も
背
筋
を
伸
ば
し
、
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
丁
寧
に

唱
え
、
再
び
一
呼
吸
お
い
て
両
手
を
下
ろ
す
。
信
者

は
一
人
し
か
い
な
い
の
に
、
す
っ
か
り
身
に
つ
い
た

祈
り
の
雰
囲
気
な
の
だ
。

そ
ん
な
話
を
何
か
の
時
に
し
た
ら
、
「
ど
こ
の
幼

稚
園
で
も
し
て
い
る
」
と
一
蹴
さ
れ
た
。
あ
の
頃
、

シ
ス
タ
ー
任
せ
で
、
朝
礼
の
記
憶
す
ら
な
い
こ
と
が

悔
や
ま
れ
た
。
と
も
あ
れ
、
祈
り
で
始
ま
り
、
祈
り

で
終
わ
る
姿
こ
そ
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
。
何
や
ら
希

望
が
涌
い
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
幼
稚
園
が
掲
げ
る

７
月
の
み
こ
と
ば
は
、
ヨ
ハ
ネ
15
章
か
ら
「
互
い
に

愛
し
合
い
な
さ
い
」
。
目
標
は
「
命
育
む
」
。
職
員

や
子
供
た
ち
の
中
に
御
父
の
心
が
育
ま
れ
、
宇
宙
の

広
が
り
を
持
つ
誰
を
も
愛
せ
る
心
が
育
つ
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
だ
。

奄
カ
連
が
総
会
と
研
修

み
こ
と
ば
の
読
み
込
み
方
を
学
習

会

と

催

し

７
月

▼
国
分
幼
稚
園
に
新
園
舎

昨
年
３
月
に
旧
園
舎
解
体
に

取
り
掛
か
り
、
同
年
12
月
に
新

園
舎
建
設
を
終
え
て
い
た
カ
ト

リ
ッ
ク
大
隅
学
園
の
国
分
幼
稚

園
（
桃
薗
智
園
長
）
で
は
、
５

月
26
日
（
土
）
、
落
成
・
祝
賀

式
を
挙
行
し
た
。

高齢者の集い

ゆらい　あい

毎月第2・4（土）11時〜14時
会費：500円　※送迎有り
場所：レデンプトール宣教修

道女会唐湊修道院
連絡：押川龍夫　℡247-7593

第
13
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会

｜
横
浜
全
国
大
会
｜

テ
ー
マ
：
互
い
の
弱
さ
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
よ
う

場
　
所
：
聖
光
学
院
中
学
校
高
等
学
校

期
　
日
：
２
０
１
８
年
10
月
20
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）

主
　
催
：
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会
　
カ
障
連
横
浜
全

国
大
会
実
行
委
員
会

※
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
で
は
参
加
者
を
募
り
ま
す
。
申
込
期
限
は
７
月

31
日
。
出
席
希
望
の
方
は
頭
島
神
父
〔
０
７
０
（
５
４
５
１
）
１

４
１
９
〕
も
し
く
は
谷
山
教
会
〔
０
９
９
（
２
６
８
）
２
０
８

４
〕
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
参
加
す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。

司
教
執
務
室
便
り

園
児
た
ち
の
朝
の
祈
り

休業のお知らせ
ザビエル書院
７月７日（土）は

棚卸のため休業させ
ていただきます。ま
たのご利用をお願い
します。

短
　
歌吉

野
教
会
　
中
江
　
均

祭
壇
を
背
に
座
す
我
の
足
洗
う

司
祭
の
御
手
に
聖
言
葉
を
見
る

鴨
池
教
会
　
前
田
儀
子

お
き
ざ
り
草
の
花
が
目
ざ
め
て

咲
く
午
後
を
椿
は
音
な
き
紅
を

地
に
打
つ

天
国
へ
の
扉
と
ふ
わ
れ
よ
り
も

は
ら
か
ら
先
に
く
ぐ
り
し
扉

ひ
と
筋
の
あ
を
き
悲
し
み
を
ひ

く
眠
り
よ
り
目
覚
め
妹
の
句
集

ひ
も
と
く国

分
教
会
　
市
来
房
枝

教
会
の
庭
の
テ
ー
ブ
ル
囲
み
つ

つ
聖
書
を
学
ぶ
一
時
た
の
し

文
　
芸
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た
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。

後
半
は
約
50
分
の
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
会
場
か
ら
提
出
さ

れ
た
質
問
に
対
し
て
答
え
て
も

ら
う
形
で
行
っ
た
。
質
問
は
、

①
信
徒
と
司
祭
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
作
る
か

②
神
学
校
の
役
割
と
責
任

③
福
音
宣
教
と
は
何
か

④
信
徒
の
霊
性
と
は
何
か

⑤
福
音
体
験
の
分
か
ち
合
い
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

⑥
日
本
の
司
教
団
の
「
新
福
音

化
推
進
委
員
会
」
の
評
価

⑦
信
徒
の
役
割
は
何
か

な
ど
多
様
な
質
問
が
出
さ
れ

た
。
時
間
の
関
係
で
す
べ
て
の

質
問
に
応
答
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
場

で
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
に
参
加
さ
れ

た
方
々
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
講
演
の
内
容
と
感
想
を
家

族
や
教
会
の
人
た
ち
に
話
し
て

く
だ
さ
い
。
質
問
を
さ
れ
た
方

は
、
同
じ
質
問
を
他
の
信
者
や

司
祭
に
投
げ
か
け
て
み
る
こ
と

を
勧
め
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

信
仰
の
分
か
ち
合
い
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

記
入
さ
れ
た
方
々
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
読
み
、
教
会
へ
の
熱
い
想
い

を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
信
仰

を
深
め
た
い
、
鹿
児
島
教
区
に

お
い
て
福
音
宣
教
を
推
進
し
た

い
と
い
う
二
つ
の
想
い
は
一
つ

に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
講
演

を
聞
い
て
、
自
分
の
生
き
方
を

見
つ
め
な
お
し
た
、
家
族
・
近

所
の
方
・
職
場
の
同
僚
・
教
会

の
人
た
ち
の
と
の
関
わ
り
を
考

え
直
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
福

音
宣
教
の
一
歩
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

連
合
壮
年
会
で
も
先
月
の
幹

事
会
で
、
講
演
会
を
今
後
の
活

動
に
活
か
す
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
「
聞
い
て
よ
か
っ

た
」
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

聞
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
行
動
し
て
い
く
か
が
今

後
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
連
合
壮

年
会
幹
事
　
山
下
和
実
）

（
お
米
・
き
な
こ
・
地
鶏
く
ん

せ
い
な
ど
）
を
教
会
バ
ザ
ー
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

農
産
物
は
、
福
島
の
約
30
軒
の

農
家
か
ら
の
安
全
確
認
さ
れ
た

商
品
で
す
。

先
日
、
「
福
島
や
さ
い
畑
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
担
当
者
か
ら

手
紙
と
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
届

き
ま
し
た
。
福
島
の
現
状
に
つ

い
て
、
特
に
避
難
者
の
状
況
が

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
「
昨
年
（
２
０
１
７
年
）

４
月
に
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
、
今
年
（
２
０
１
８
年
）
の

３
月
に
は
仮
設
住
宅
は
供
与
期

間
の
終
了
と
な
り
、
皆
さ
ん
復

興
公
営
住
宅
等
へ
移
り
ま
し

た
。
…
12
の
市
町
村
が
避
難
し

ま
し
た
が
、
戻
っ
た
方
々
は
１

〜
２
割
で
す
。
」
戻
っ
た
人
た

ち
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、

一
つ
は
復
興
の
熱
意
が
あ
る
方

で
、
も
う
一
つ
は
家
賃
が
払
え

な
い
ほ
ど
困
窮
し
て
い
る
方
々

だ
そ
う
で
す
。
戻
っ
て
来
な
い

８
〜
９
割
の
方
々
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
生
活
状
況
に
あ
る

の
か
想
像
す
る
の
も
難
し
い
こ

と
で
す
。
原
発
事
故
は
、
地
域

の
住
民
を
分
断
し
て
、
共
同
体

を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
手
紙
に
は
「
福
島
は
今

も
誰
も
『
復
興
』
と
い
う
言
葉

す
ら
口
に
す
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
建
物
は
新
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
復
興
と
は
誰

福
島
原
発
事
故
か
ら
７
年
経

ち
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と

も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
新
聞
・
テ
レ

ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
あ
ま
り

取
り
上
げ
て
は
い
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
「
忘
却
の
民
」
な
の
か

と
反
省
し
て
い
ま
す
。
紫
原
教

会
で
は
、
年
に
二
回
「
福
島
産

農
産
物
」
の
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
福
島
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
、
関
わ
り
を
持
ち
続
け
よ

う
と
の
想
い
で
始
め
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
福
島
や
さ
い
畑

〜
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
販

売
し
て
い
る
農
産
物
・
加
工
品

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
故
郷
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
喪
失
感
は
お

金
や
新
し
い
家
に
よ
っ
て
埋
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と

が
何
で
あ
る
の
か
が
示
唆
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
に
お
い
て
、
人
間
と
自
然
と

の
調
和
が
保
た
れ
、
人
間
同
士

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
共

同
体
こ
そ
が
「
故
郷
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
お
金
や
モ

ノ
、
経
済
成
長
の
利
益
で
は
置

き
換
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
今
年
の
３
・
11
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
武
藤
類
子
さ
ん

（
福
島
原
発
告
訴
団
団
長
）
の

「
福
島
に
心
を
寄
せ
る
世
界
の

皆
さ
ま
へ
」
で
す
。
現
在
推
進

さ
れ
て
い
る
帰
還
政
策
が
、
弱

い
立
場
の
人
々
を
追
い
詰
め
て

お
り
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
「
復

興
」
の
名
に
隠
さ
れ
た
「
負
」

の
側
面
を
私
た
ち
は
知
ら
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
福
島
の
現
状
に

「
は
ら
わ
た
を
つ
き
動
か
さ

れ
」
、
何
を
す
べ
き
か
を
個
人

と
し
て
信
仰
共
同
体
と
し
て
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
紫
原
教
会
　
山
下
和
実
）

社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
週
第
３
土
曜
日
）

日
時
：
７
月
21
日
（
土
）
14
時

〜
16
時
　
　

場
所
：
教
区
本
部

内
容
：
原
発
・
改
憲
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
　
そ
の
他

「
森
一
弘
司
教
講
演
会
」
が

５
月
27
日
（
日
）
、
ザ
ビ
エ
ル

教
会
１
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
主
催
は
鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ

ク
連
合
壮
年
会
で
、
１
２
０
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
 

テ
ー
マ
は
、
「
福
音
宣
教
と

信
徒
の
役
割
」
で
、
鹿
児
島
教

区
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
も

あ
る
。
森
司
教
の
講
演
を
通
し

て
、
多
く
の
参
加
者
（
司
教
・

司
祭
・
修
道
者
・
信
者
）
が
共

に
考
え
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

森
司
教
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
語
り
口
で
、
時
に
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
約
１
０
０
分
、
参
加

者
に
語
り
か
け
た
。
多
く
の
事

が
語
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

先
ず
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
、
今
の
教
会
を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
。
「
自
己
中
心
的
な
教
会

は
、
イ
エ
ス
を
自
身
の
目
的
の

た
め
に
利
用
し
、
イ
エ
ス
を
外

に
出
さ
な
い
が
、
こ
れ
は
病
気

で
あ
る
。
」
と
。
次
に
マ
ル
テ

ィ
ー
ニ
枢
機
卿
（
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
の
後
継
者
と
言
わ
れ

た
枢
機
卿
）
が
死
ぬ
直
前
に

「
教
会
は
疲
れ
て
い
る
。
教
会

の
官
僚
主
義
的
な
装
置
は
多
く

な
る
ば
か
り
で
、
儀
式
と
祭
服

は
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
も
の
に
見

え
る
。
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

を
司
教
は
紹
介
し
た
。
日
本
に

お
い
て
も
ミ
サ
参
加
者
が
減

り
、
教
会
に
若
者
の
姿
が
な

い
。
な
ぜ
教
会
は
病
気
な
の

か
、
疲
れ
て
い
る
の
か
？
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
内
側
か
ら
納
得
し
て
切

り
開
い
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
司
教
は
語
っ
た
。

そ
し
て
司
教
は
、
今
の
教
皇

の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
を

い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
た
。

教
皇
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

ス
ラ
ム
街
で
司
牧
活
動
を
行
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
を
教
会
の
枠
の
中
で
導
く

の
は
、
彼
女
ら
の
前
に
壁
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

教
皇
は
痛
み
を
感
じ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
離
婚
者
や
中
絶
者
へ

の
従
来
の
教
会
の
対
応
（
教

え
）
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。

そ
の
根
底
に
は
教
皇
自
身
の
信

念
が
あ
っ
た
。
「
私
が
信
じ
る

神
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
神
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
の
神

で
あ
る
。
」
永
く
受
け
継
が

れ
、
今
も
、
し
ば
ら
れ
て
い
る

教
え
や
掟
で
は
、
イ
エ
ス
を
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
や
人
生
の
中
に

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

更
に
司
教
は
教
会
の
歴
史
に

も
触
れ
た
。
16
世
紀
の
ル
タ
ー

に
よ
る
宗
教
改
革
の
背
景
や
、

そ
の
後
の
ト
リ
エ
ン
ト
公
会

議
、
そ
の
後
の
近
代
社
会
へ
の

教
会
の
対
応
は
社
会
を
徹
底
的

に
断
罪
し
、
社
会
の
営
み
を
世

俗
主
義
と
捉
え
、
中
央
集
権
化

が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
教
会
の

礎
と
な
っ
た
の
は
、
ペ
テ
ロ
を

始
め
と
し
た
弟
子
た
ち
よ
り

も
、
イ
エ
ス
の
周
り
に
集
ま
っ

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
７
月
号

福
音
宣
教
と
信
徒
の
役
割

連
合
壮
年
会
主
催
「
森
一
弘
司
教
講
演
会
」
感
想

マ
タ
イ
福
音
書
の
中
で
イ
エ

ス
様
は
「
律
法
の
文
字
か
ら
一

点
一
画
も
消
え
去
る
こ
と
は
な

い
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た

（
５
・
18
）
。
一
読
し
て
も
違

和
感
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
こ

の
言
葉
の
深
み
と
面
白
さ
を
ヘ

ブ
ラ
イ
語
か
ら
読
み
解
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
律
法
が
書
か
れ
た
ヘ

ブ
ラ
イ
文
字
で
す
が
、
日
本
語

の
よ
う
な
点
も
画
数
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
一
点
一
画
」
と
訳
さ

れ
た
言
葉
は
、
原
語
で
は
「
イ

オ
タ
一
つ
、
あ
る
い
は
小
さ
な

角
一
つ
」
と
書
か
れ
て
い
ま

モ
ー
セ
の
第
一
戒
か
ら
考
え

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ユ
ダ

ヤ
人
た
ち
が
受
け
入
れ
る
わ
け

は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、

ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
右
肩
の
小
さ

な
角
に
気
を
付
け
な
い
と
全
く

違
っ
た
意
味
に
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
イ

エ
ス
様
は
、
唯
一
の
神
が
与
え

て
下
さ
っ
た
律
法
は
普
遍
で
あ

り
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

等
閑
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
一
捻
り
加
え
て
語

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
っ

た
「
一
画
（
一
角
）
」
に
注
意

を
払
え
る
か
否
か
が
、
真
の
神

を
信
じ
る
こ
と
に
通
じ
る
の
で

す
。
も
し
か

し
た
ら
、
日

常
生
活
に
於

け
る
他
愛
も

な
い
よ
う
に

思
え
る
こ
と

が
、
私
た
ち

の
信
仰
生
活

に
と
っ
て
大

き
な
意
味
を

も
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

康由神父の聖書教室⑶

律法の一点一画
ヘブライ文字から読み取る

す
。
イ
オ
タ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
文

字
の
一
つ
で
あ
り
、
英
語
の

「
Ｉ
」
に
相
当
し
ま
す
。
書
く

の
が
一
番
簡
単
な
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
で
す
。
で
は
、
「
小
さ
な

角
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で

英
語
の
Ｄ
に
相
当
す
る
も
の
は

「

」
と
書
き
ま
す
。
ま
た
、

Ｒ
に
相
当
す
る
も
の
は
「

」

と
書
き
ま
す
。
似
た
よ
う
な
文

字
で
す
が
、
右
肩
が
角
に
な
っ

て
い
る
か
、
丸
ま
っ
て
い
る
の

か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
突
然
で
す
が
、
申
命

記
に
は
「
聞
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル

よ
。
我
ら
の
神
、
主
は
唯
一
の

主
で
あ
る
」
と
い
う
非
常
に
大

切
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
（
申
命

記
６
・
４
）
。
こ
こ
で
「
唯

一
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
「
一

つ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ

れ
を
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
表
記
す
る
と
Ａ
Ｈ
Ｄ
と
な
り

ま
す
。
こ
の
言
葉
の
最
後
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
Ｒ
に
す
る

と
、
「
他
の
」
と
い
う
違
う
意

味
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
本

来
の
意
味
と
は
異
な
り
、
「
主

は
他
に
も
い
る
」
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ダレットレーシュ

講
演
す
る
森
司
教


